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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設置面に略水平に取り付けられた筒状の吐水管と、
　前記吐水管の先端に開設された開口部に着脱可能に嵌め込まれた蓋部材と、
　前記吐水管の下面に開けられた吐水開口部と、
　前記吐水開口部に臨む吐水口を有し、前記吐水開口部より前記設置面寄りの前記吐水管
内に嵌め込まれた吐水継手と、
　前記蓋部材と前記吐水継手との間に配置され、前記吐水開口部近傍に差し出された手を
検知するセンサと、
　前記センサからの信号に基づき前記吐水口からの吐水・止水を行う開閉弁への指令を出
す前記制御部と、を備えた自動水栓において、
　前記蓋部材と前記吐水継手とを連結するリンク機構を備えることにより、前記蓋部材を
前記開口部から外すと、前記センサーが前記蓋部材と前記吐水継手との間に露出した状態
で前記吐水管の軸心方向に沿って引き出し可能であることを特徴とする自動水栓。
【請求項２】
　前記センサから延設された信号線が、前記吐水管内の前記吐水継手より前記設置面寄り
に収納された着脱式のコネクタを介して前記制御部に接続されたことを特徴とする請求項
１記載の自動水栓。
【請求項３】
　前記リンク機構に、前記吐水継手と前記蓋部材との距離を一定以上に保つ保持機構を設
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けたことを特徴とする請求項２記載の自動水栓。
【請求項４】
　前記センサのセンサ窓部を、前記吐水管の内側に配置し、前記センサ窓部と前記吐水管
との間に当該センサ窓部に対して略垂直面となる内部反射防止面を設けたことを特徴とす
る請求項１～３のいずれかに記載の自動水栓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吐水口に手を近づけると自動的に吐水する機能を有する自動水栓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動水栓において、水平に延びる吐水管の先端に下向きに吐水する吐水口を備え、その
吐水口に差し出された手を検知するためのセンサを備えたものが知られている。この構造
は、上下２分割されたケースにてセンサを挟み込む構造となっている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２９３４０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１記載の自動水栓は、ケースが上下に２分割された複雑な構造であるため、構
成材料が限定されるだけでなく、上下ケースの隙間にゴミがたまるなどの問題が発生して
いる。また、上下ケースの組み付け精度を正確に確保するためにデザイン的な制約も大き
く、非常にコストが高いものとなっている。
【０００５】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、デザイン性を損なう部品継ぎ目や部品内部
の露出を最小限に抑え、メンテナンス時のセンサの脱着が容易であり、誤感知のおそれの
ない自動水栓を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の自動水栓は、設置面に略水平に取り付けられた筒状の吐水管と、前記吐水管の
先端に開設された開口部に着脱可能に嵌め込まれた蓋部材と、前記吐水管の下面に開けら
れた吐水開口部と、前記吐水開口部に臨む吐水口を有し、前記吐水開口部より前記設置面
寄りの前記吐水管内に嵌め込まれた吐水継手と、前記蓋部材と前記吐水継手との間に配置
され、前記吐水開口部近傍に差し出された手を検知するセンサと、前記センサからの信号
に基づき前記吐水口からの吐水・止水を行う開閉弁への指令を出す前記制御部と、を備え
た自動水栓において、前記蓋部材と前記吐水継手とを連結するリンク機構を備えることに
より、前記蓋部材を前記開口部から外すと、前記センサーが前記蓋部材と前記吐水継手と
の間に露出した状態で前記吐水管の軸心方向に沿って引き出し可能であることを特徴とす
る。
【０００７】
　このような構成とすれば、先端が蓋部材で閉塞された筒状の吐水管の下面の吐水開口部
に吐水口が露出した外観形状となるため、デザイン性を損なう部品継ぎ目や部品内部の露
出を最小限に抑えることができる。また、吐水管の先端の開口部を閉塞している蓋部材を
外すと、特殊工具を使用することなく、開口部からセンサーが蓋部材と吐水継手との間に
露出した状態で取り出したり、センサと吐水継手とを一緒に装入したりすることができる
ため、メンテナンス時のセンサの脱着が容易であり、一緒に取り出した吐水継手をメンテ
ナンスすることもできる。
【０００８】
　ここで、前記センサから延設された信号線を、前記吐水管内の前記吐水継手より前記設
置面寄りに収納された着脱式のコネクタを介して前記制御部に接続することが望ましい。
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このような構成とすれば、吐水経路を構成する吐水継手よりも上流側にコネクタが位置す
るので、コネクタ部分の防水性を高めることができる。また、センサと一緒に吐水継手も
取り出すことができるため、センサと制御部とを繋ぐ信号線のコネクタを露出させ、吐水
管を設置面に固定したままコネクタを外して、センサをメンテナンスすることができる。
【００１０】
　この場合、前記リンク機構に、前記吐水継手と前記蓋部材との距離を一定以上に保つ保
持機構を設ければ、蓋部材を取り付ける場合に、蓋部材と吐水継手との間に配置されたセ
ンサに無理な押圧力が加わるのを防止することができる。
【００１１】
　一方、前記センサのセンサ窓部を、前記吐水管の内側に配置し、前記センサ窓部と前記
吐水管との間に当該センサ窓部に対して略垂直面となる内部反射防止面を設けることもで
きる。このような構成とすれば、センサからの送信波が吐水管内で内部反射することを抑
えることができるため、センサの指向性を高め、センサ感度を高めることに有効である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明により、デザイン性を損なう部品継ぎ目や部品内部の露出を最小限に抑え、メン
テナンス時のセンサの脱着が容易であり、誤感知のおそれのない自動水栓を提供すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明の実施の
形態である自動水栓を示す一部切欠側面図、図２は図１に示す自動水栓の一部拡大図、図
３は図２に示す自動水栓の正面図、図４は図３のＡ－Ａ線における断面図、図５は図２に
示す自動水栓の一部切欠側面図、図６は図５に示す自動水栓の吐水管から蓋部材、継手部
材およびセンサなどを取り出した状態を示す一部切欠側面図、図７は図５に示す自動水栓
の分解図である。
【００１４】
　図１～図７に示すように、本実施形態の自動水栓１０は、垂直に立設された設置面１１
に略水平に取り付けられた円筒状の吐水管１２と、吐水管１２の先端に開設された開口部
１２ａに着脱可能に嵌め込まれた蓋部材１３と、吐水管１２の下面に開けられた吐水開口
部１２ｂと、吐水開口部１２ｂに臨む吐水口１４を有するとともに吐水開口部１２ｂより
設置面１１寄りの吐水管１２内に嵌め込まれた吐水継手１５と、蓋部材１３と吐水継手１
５との間に配置され、吐水開口部１２ｂ近傍に差し出された手を検知するセンサ１６と、
センサ１６からの信号に基づき吐水口１４からの吐水・止水を行う開閉弁１７への指令を
出す制御部１８と、を備えている。
【００１５】
　吐水管１２の基端部１２ｃは設置面１１を貫通して、その裏側に突出しており、この突
出部分に設けられた雄ねじ部に雌ねじ部材２０を螺着することによって固定されている。
開閉弁１７から延設された給水管１９は設置面１１の裏側から吐水管１２に挿入され、そ
の先端部に吐水継手１５が接続され、吐水継手１５の先端に吐水口１４が取り付けられて
いる。吐水継手１５は、吐水管１２の下面から挿入されたねじ２４によって着脱可能に固
定されている。
【００１６】
　また、センサ１６から延設された信号線２１は、吐水管１２内の吐水継手１５より設置
面１１寄りに収納された着脱式のコネクタ２２を介して制御部１８に接続されている。セ
ンサ１６とコネクタ２２との間には、吐水管１２内を区画するパッキン２３が配置されて
いる。パッキン２３は、吐水継手１５の上流側には給水管１９と接続するための連結部１
５ａと、間隔をおいて形成された二つのフランジ部１５ｂ，１５ｃとが設けられ、これら
のフランジ部１５ｂ，１５ｃの間にパッキン２３が挟持されている。
【００１７】
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　さらに、図５～図７に示すように、吐水管１２の開口部１２ａと蓋部材１３との間には
リング状のシール部材２６が挟持され、蓋部材１３と吐水継手１５とはリンク機構２５を
介して連結されている。リンク機構２５は、吐水管１２の軸心Ｃ方向に沿って配置された
左右一対のリンク部材２５ａと、リンク部材２５ａの両端部をそれぞれ蓋部材１３、吐水
継手１５に軸支する支軸２５ｂ，２５ｃで構成されている。支軸２５ｂは、リンク部材２
５ａの縦長円孔２５ｄを貫通して蓋部材１３のネジ孔１３ａに螺着され、吐水継手１５に
突設された二つの支軸２５ｃが、リンク部材２５ａの横長円孔２５ｅに嵌入されている。
二つの支軸２５ｃは横長円孔２５ｅの長径方向の両端内周に内接して配置されている。
【００１８】
　図３，図４に示すように、自動水栓１０は、先端が蓋部材１３で閉塞された円筒状の吐
水管１２の下面の吐水開口部１２ｂに吐水口１４が露出した外観形状であるため、デザイ
ン性を損なう部品継ぎ目や部品内部の露出を最小限に抑えられている。また、図６に示す
ように、吐水管１２の先端の開口部１２ａを閉塞している蓋部材１３を開口部１２ａから
外すと、センサ１６が吐水継手１５とともに吐水管１２の軸心Ｃ方向（図４参照）に沿っ
て引き出し可能である。
【００１９】
　このように、特殊工具を使用することなく、開口部１２ａからセンサ１６と吐水継手１
５とを一緒に取り出したり、装入したりすることができるため、メンテナンス時のセンサ
１６の脱着が容易であり、一緒に取り出した吐水継手１５をメンテナンスすることもでき
る。また、図６に示すように、センサ１６と一緒に吐水継手１５も取り出すことができる
ため、センサ１６と制御部１８とを繋ぐ信号線のコネクタ２２を露出させ、コネクタ２２
を外してセンサ１６をメンテナンスすることができる。
【００２０】
　また、図５，図６に示すように、蓋部材１３と吐水継手１５とをリンク機構２５を介し
て連結しているため、蓋部材１３と継手部材１５を一度に吐水管１２内に嵌めこむことが
できる。さらに、リンク機構２５を構成するリンク部材２５ａの両端部をそれぞれ支軸２
５ｂ，２５ｃを介して蓋部材１３、吐水継手１５に取り付けることにより、吐水継手１５
と蓋部材１３との距離を一定以上に保つ保持機構を設けているため、蓋部材１３を吐水管
１２内に取り付ける場合に、蓋部材１３と吐水継手１５との間に配置されたセンサ１６に
無理な押圧力が加わるのを防止することができる。
【００２１】
　一方、センサ１６は、赤外線の発光部（図示せず）と、対象物で反射された赤外線を検
知する受光部（図示せず）とが一体構造をなしている。図４，図７に示すように、センサ
１６のセンサ窓部１６ａを吐水管１２の内部に配置し、さらに吐水管１２との間に、蓋部
材１３の一部であり、センサ窓部１６ａに対して垂直な内部反射防止面１３ｃを備えてい
る。従って、センサ１６から発せられた赤外線が対象物に届く前に吐水管１２の内面で反
射され、受光するということがない。このため、センサ１６の指向性が高まり、センサ感
度を高めることができる。
【００２２】
　また、図４に示すように、センサ１６から延設された信号線２１を、吐水管１２内の吐
水継手１５よりも設置面１１寄りに収納された着脱式のコネクタ２２を介して制御部１８
（図１参照）に接続したことにより、コネクタ２２は、吐水経路を構成する吐水継手１５
より上流側に位置するので、コネクタ２２部分の防水性を高めることができる。さらに、
図６に示すように、センサ１６と一緒に吐水継手１５も取り出すことができるため、セン
サ１６と制御部１８（図１参照）とを繋ぐ信号線２１のコネクタ２２を露出させ、吐水管
１２を設置面（図４参照）に固定したままコネクタ２２を外して、センサ１６のメンテナ
ンスを行うことできる。
【００２３】
　なお、本実施形態では、内部反射防止手段として、蓋部材１３の一部に内部反射防止面
１３ｃを設けた例について説明したが、必ずしもこれだけに限定されるものではなく、例
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えば、蓋部材１３とは別体の内部反射防止手段を設けたり、センサ１６の一部をセンサ窓
部１６ａから延設して内部反射防止手段を構成したりすることもできる。
【００２４】
　次に、図８を参照して、本発明のその他の実施の形態について説明する。図８はその他
の実施の形態である自動水栓を示す一部切欠側面図である。なお、図８において、図１～
図７と同符号を付している部分は自動水栓１０の構成部分と同じ構造、機能を有する部分
であり、説明を省略する。
【００２５】
　図８に示す自動水栓５０においては、吐水継手５５上流側の連結部５５ａが吐水管５２
の軸心Ｄより下方に偏心して設けられ、連結部５５ａの下流側に間隔をおいて形成された
二つのフランジ部５５ｂ，５５ｃの間にパッキン２３が挟持されている。また、センサ１
６から延設された信号線２１が、吐水管５２内の吐水継手５５より蓋部材５３寄りに収納
された着脱式のコネクタ２２を介して制御部に接続されている。
【００２６】
　このような構成とすれば、吐水管５２内においてコネクタ２２と吐水継手５５とが上下
に配置可能となり、吐水管５２の軸心Ｄ方向のサイズを減らすことができるため、自動水
栓５０のコンパクト化を図ることができる。その他の部分の構造、機能は前述した自動水
栓１０と同様である。
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明に係る自動水栓は、公共施設のトイレや一般住宅の洗面所などにおいて広く利用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施の形態である自動水栓を示す一部切欠側面図である。
【図２】図１に示す自動水栓の一部拡大図である。
【図３】図２に示す自動水栓の正面図である。
【図４】図３のＡ－Ａ線における断面図である。
【図５】図２に示す自動水栓の一部切欠側面図である。
【図６】図５に示す自動水栓の吐水管から蓋部材、継手部材およびセンサなどを取り出し
た状態を示す一部切欠側面図である。
【図７】図５に示す自動水栓の分解図である。
【図８】本発明のその他の実施の形態である自動水栓を示す一部切欠側面図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１０，５０　自動水栓
　１１　設置面
　１２，５２　吐水管
　１２ａ　開口部
　１２ｂ　吐水開口部
　１２ｃ　基端部
　１３，５３　蓋部材
　１３ａ　ネジ孔
　１４　吐水口
　１５，５５　吐水継手
　１５ａ　連結部
　１５ｂ，１５ｃ　フランジ部
　１６　センサ
　１６ａ　センサ窓部
　１７　開閉弁
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　１８　制御部
　１９　給水管
　２０　雌ねじ部材
　２１　信号線
　２２　コネクタ
　２３　パッキン
　２４　ねじ
　２５　リンク機構
　２５ａ　リンク部材
　２５ｂ，２５ｃ　支軸
　２５ｄ　縦長円孔
　２５ｅ　横長円孔
　２６　シール部材
　Ｃ　軸心

【図１】 【図２】
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